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クターとなる(Goto et al., 2020). 特に透析患者においては骨折イベントによる生命予後悪化への
寄与が大きく, 骨折を防ぐことは重要な課題である(Tentori et al., 2014). 腎機能が正常な状態で
は血清カルシウム(Ca)・リン(P)値の変動は, ミネラル代謝ホルモンである線維芽細胞増殖因子
23(Fibroblast growth factor 23: FGF23), 副甲状腺ホルモン(Parathyroid hormone: PTH), 活性型
ビタミンD (1,25(OH)2D)の分泌調整およびそれらの対象臓器である腎, 骨, 腸管, 副甲状腺が構
成する精緻なネットワークにより一定の範囲にコントロールされる. しかしCKD患者では腎機能
の低下によってこのネットワークに破綻をきたし, 血清Ca・P値異常が顕在化してくる(Nakano 







(Miller et al., 2005). しかし, より進行したCKD患者, 特に二次性副甲状腺機能亢進症および高
回転型RODを有する患者への有効性については不明なままである. またビスホスホネート投与に







0.8%)から高リン食(P 1.2%)に切り替え，6週間経過した後，ランダムに2群に分け, RIS 5μg/kg







清P1NP値, CTX値はともに著明に上昇していた. 右脛骨皮質骨の菲薄化を認め, 海綿骨骨形態計
測では骨量の増加，骨芽細胞面・骨石灰化速度の上昇とともに，著明な骨梁周囲線維化の増加を
認めた. 骨強度計測では明らかな強度の低下を認めた.以上の結果は尿毒症, 二次性副甲状腺機能











た. なかでも骨梁周囲線維化は著明に改善されていた. またFGF23の低下傾向, 1,25(OH)2Dの有




る可能性が報告されている(Miyaoka et al., 2019). CKD患者におけるビスホスホネートの薬物動
態が解明され,それに基づいて投与方法が最適化されれば, 骨折予防および生命予後延長に寄与す
る可能性が期待でき, 今後さらなる研究を進めていく必要がある. また1,25(OH)2Dレベル上昇に
寄与したFGF23産生抑制のメカニズムとして1) 骨吸収抑制による血中リン負荷軽減, および  
2)カップリング機構を介した骨芽細胞抑制による骨細胞活性抑制を考えた.  
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